
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7 回 理事会  

日 時 平成 29 年 10 月 13 日 19：40～21：00 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、志岐浩二、重松康志、永木照彦、

小柳傑、高柳公司、西本加奈、浦川純二、大石勝規 

監事：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、仲宗根歩 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）諫早市介護予防・日常生活支援推進会議の委員推薦の件について 
   諫早市介護予防・日常生活支援推進会議より、諫早市から長崎県理学療法士協会より委員を推薦して

ほしいとの依頼を受けた。理学療法士協会の推薦規定に準じた形で、地区代表の秀島氏に事前相談した
ところ、今まで通り坂枝氏を推薦したいとの回答を受けた。坂枝氏の今回の推薦規定要件は全てクリア
しており、審議の結果、継続の形で推薦することが承認された。 

２）第 30 回長崎県理学療法学術大会について 
第 30 回長崎県理学療法学術大会について、JTPA より都道府県の 30 年度の学会詳細が分かれば報告

を順次してほしいとの連絡があった。次回学会は 30 回目の周年事業にとなるために、大会長は会長とな
る。開催場所は長崎市内、開催時期は 2 月、準備委員長は山下理事に打診する方向で審議の結果、提案
通り可決された。 

３）専門・認定 PT ネットワークについて 
専門・認定 PT 同士の連携や協会事業の協力体制、後進育成等へ関与の少なさが懸案事項。そこで代

表者を設けて活動することを考えている。「運動器系」は重工記念長崎病院の池田章子氏、「神経系」は
みなとメディカル病院の廣重真一氏に決定。生活支援系、基礎系、教育支援、管理等の分野は未定。組
織上の配置は検討課題とし、ネットワーク構築を優先する形で学術局内で再検討、継続審議となった。 

４）推進リーダー制度の申請（９月分）について 
９月末分までの推進リーダー制度の申請について、e-ラーニング免除が１名、県士会の指定事業終了

が 6 名。審議の結果、提案通り可決された。 
５）長崎県理学療法士連盟への事業委託について 

政策検討委員会は①日本理学療法士協会ならびに日本理学療法士連盟との連携②リハビリテーション
推進協議会の開催③県庁懇談会の開催④関係議員の移動政調会、報告会への参加⑤その他を行動の柱と
し、各領域への政策提言を活かすことを事業としているが、若い会員の関与が少ないのが現状で、政策
提言に行きつかないなど苦悩する状況が多い。対応策として、若い会員の参加が多い連盟研修会に事業
を一部委託し、研修会を通じて政策提言に関わるような話題を提供したいと考える。本委員会から研修
費 100,000 円を拠出し、研修会の開催等に充てていく。費用については管理費扱いとなる。審議の結
果、提案通り可決された。 

６）新入会員承認の件について 
入会 1 名、退会 3 名。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）平成 30年度理学療法講習会申し込みについて 

平成 30 年度理学療法士講習会の JPTA への申込期限が 10 月 24 日～30 日。学術局で検討した以下の 2
件を申請したい。①『スポーツ理学療法 応用編』大石勝規氏、期日未定。②『徒手療法(仮) 基礎
編』竹井仁氏、期日は平成 30年 12月 23日。 

 ２）日本理学療法士協会全国一斉開催イベントの事業終了報告について 

7 月 9 日、長崎県立総合体育館にて標記イベントを実施。次年度以降の全国一斉イベントの日を JPTA
が指定しているので、公開講座の形で内容を考えていく。 

３）その他の報告事項について 

・各期の連携シートについて、あじさいネットを利用する話が進んでいる。カルテの閲覧は医師、看護師
などに限られた職種のみでリハ職種は現状不可。リハ職種のカルテ閲覧について、会として県に申し入れ
も検討していく。 
・厚生労働省の医療政策課から JPTA に職員派遣の依頼があり、協会専従理事である佐々木氏が理事を辞
任し、リハビリテーション振興財団からの派遣という形で出向くこととなった。 
・総合事業獲得・運営習得研修会の 11 月分について、小泉副会長とコーディネーターである大場氏が福
岡の研修会に出席する。 
・訪問リハビリステーションについて、協会の松井理事より塩塚会長に 10 年間は人材育成の実績がほし
いと継続依頼があった。具体的な形をトップダウンで示してもらえるようブロック代表会議で提案でき



るよう調整。 

 


